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は
じ
め
に

　

古
活
字
版
の
出
版
に
関
す
る
数
少
な
い
同
時
代
の
記
録
の
一
つ
に
舟
橋
秀
賢
の

『
慶
長
日
件
録
』
が
あ
り
、
比
叡
山
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る（

１
）。

　
　

慶�

長
九
年
二
月
二
九
日
「
次
比
叡
山
僧（
マ
マ
）

　

僧
来
（
中
略
）
来
月
中
旬
よ
り
毛
詩

之
板
可
摺
始
云
々
」

　
　

同�

年
三
月
二
八
日
「
叡
山
智
蔵
坊
来
訪
、
彼
毛
詩
之
一
字
板
漸
出
来
之
間
、
近

日
可
令
摩
摺
云
々
、
為
校
正
予
也
点
本
令
拝
借
、
大
全
本
一
冊
是
又
令
借
与
」

　
　

同�

年
四
月
六
日
「
次
叡
山
智
蔵
坊
来
、
毛
詩
御
本
摺
本
・
同
註
本
摺
本
小
本
一
冊

借
遣
之
」

　
　

同�

年
一
二
月
二
三
日
「
叡
山
月
蔵
坊
よ
り
毛
詩
注
本
一
・
二
之
巻
一
冊
、
并
小

本
毛
詩
一
冊
返
来
、
則
又
毛
詩
十
七
・
十
八
之
巻
、
同
小
本
十
七
・
十
八
之
巻

両
冊
借
遣
之
」

　
　

同�

一
〇
年
三
月
一
〇
日
「
叡
山
月
蔵
坊
来
（
中
略
）
毛
詩
注
本
十
五
六
巻
并
小

本
両
策
借
遣
之
」

　
　

同�

年
八
月
二
九
日
「
次
比
叡
山
智
蔵
坊
来
入
、
毛
詩
印
本
六
部
之
分
恵
之
、
次

左
伝
之
本
共
借
与
之
」

　
　

同
一
二
年
一
〇
月
六
日
「
叡
山
月
蔵
坊
よ
り
毛
詩
注
本
新
板
十
部
到
来
」

　

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
か
ら
一
二
年
頃
に
か
け
て
比
叡

山
に
お
い
て
「
毛
詩
」
の
一
字
板
（
活
字
版
）
の
出
版
が
行
わ
れ
、
校
正
の
た
め
に

秀
賢
か
ら
点
本
・
大
全
本
な
ど
を
借
り
受
け
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
左
伝
」
に
つ
い

無
刊
記
古
活
字
版
『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
叡
山
版
で
あ
る
こ
と

　
　

︱
有
刊
記
叡
山
古
活
字
版
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』『
止
観
義
例
随
釈
』
と
の

　
　
　
活
字
・
組
版
手
法
の
共
通
性
か
ら
︱

上
　
田
　
由
紀
美

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

�

古
活
字
版
・
叡
山
版
・
慶
長
日
件
録
・
組
版
・
イ
ン
テ
ル
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て
も
「
毛
詩
」
と
同
様
に
秀
賢
か
ら
本
を
借
り
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

川
瀬
一
馬
氏
『
古
活
字
版
之
研
究（

２
）』

は
、
こ
こ
か
ら
「
毛
詩
」
お
よ
び
「
左
伝
」

の
古
活
字
版
が
比
叡
山
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
と
考
え
、
以
下
の
よ
う
に
叡
山
版
の

「
毛
詩
」
と
「
左
伝
」
を
推
定
し
て
い
る
。

　
　
　

�

清
原
秀
賢
の
慶
長
日
件
録
に
拠
れ
ば
、
月
蔵
坊
に
於
い
て
慶
長
十
年
前
後
に

毛
詩
及
び
左
伝
の
摺
刷
を
行
ふ
に
当
り
、
秀
賢
に
種
々
の
指
導
を
仰
い
で
ゐ

る
。
現
存
の
毛
詩
及
び
左
伝
の
古
活
字
印
本
中
に
は
其
の
刊
記
を
有
す
る
も

の
は
見
当
ら
な
い
が
、
月
蔵
坊
所
刻
の
慶
長
十
六
年
刊
科
註
妙
法
蓮
華
経
と

同
種
活
字
の
毛
詩
及
び
左
伝
は
現
存
す
る
。
即
ち
其
の
版
式
上
、
月
蔵
坊
所

印
と
認
む
可
き
も
の
で
あ
る（

３
）。

　

川
瀬
氏
が
叡
山
版
と
し
た
の
は
、
具
体
的
に
は
古
活
字
版
『
毛
詩
』
第
二
種
（
イ
）

（
ロ
）
お
よ
び
『
春
秋
経
伝
集
解
』
第
二
種
（
イ
）（
ロ
）（
ハ
）
で
あ
る（

４
）。
こ
れ
ら

に
比
叡
山
の
刊
記
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
川
瀬
氏
が
判
断
の
根
拠
と
し
た
の

は
、
慶
長
一
六
年
に
比
叡
山
東
塔
東
谷
月
蔵
坊
で
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
『
科
註
妙

法
蓮
華
経
』
と
「
同
種
活
字
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
版
式
」

の
相
似
で
あ
っ
た
。

　

同
時
代
の
記
録
に
乏
し
く
、
刊
記
が
無
い
も
の
も
多
い
古
活
字
版
の
出
版
経
緯
を

知
る
に
は
、
出
版
さ
れ
た
本
そ
の
も
の
の
中
に
手
掛
か
り
を
探
る
し
か
な
い
。
活
字

や
版
式
は
有
力
な
手
掛
か
り
で
あ
り
、
多
数
の
古
活
字
版
を
網
羅
的
に
調
査
さ
れ
た

川
瀬
氏
の
判
断
は
重
く
尊
重
さ
れ
る
。
し
か
し
川
瀬
氏
は
「
同
種
」
と
い
う
判
断
の

根
拠
を
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
等
の
経
験
を
持
た
な
い
後
代
の
者
が
そ

の
判
断
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
の
は
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
川
瀬
氏
の
説
を

経
験
と
は
別
の
方
法
で
検
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
川
瀬
氏
の
説
を
裏
付
け
る
べ
く
、
こ
の
「
同
種
活
字
」
を
欠
損
活
字
の

共
通
性
か
ら
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
ま
た
「
版
式
」
に
つ
い
て
も
組
版
の
手
法

に
踏
み
込
ん
で
特
徴
を
検
証
し
た
。
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
川
瀬
氏
が
同
種
活
字
と

指
摘
さ
れ
た
『
毛
詩
』
第
二
種
（
ロ
）、『
春
秋
経
伝
集
解
』
第
二
種
（
ハ
）、
慶
長

一
六
年
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
に
加
え
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
比
叡
山
西
塔
南

谷
の
刊
記
を
持
つ
『
止
観
義
例
随
釈
』
の
四
種
で
あ
る
。（
以
下
、
単
に
『
毛
詩
』、『
春
秋

経
伝
集
解
』
と
記
す
場
合
は
『
毛
詩
』
第
二
種
（
ロ
）、『
春
秋
経
伝
集
解
』
第
二
種
（
ハ
）
を
指
す
。）

　
　
　
一
　
書
誌
事
項

　

調
査
を
行
っ
た
四
種
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
、
出
版
事
項
、
版
式
に
係
る
と
こ
ろ

を
主
に
記
す
。

　
『
毛
詩
』　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

　
　
　

二
〇
巻　

一
〇
冊　

二
六
・
一
×
一
九
・
〇
糎

　
　
　

無
刊
記

　
　
　

�
四
周
双
辺　

有
界　

毎
半
葉
八
行
毎
行
一
七
字　

注
小
字
双
行　

上
下
花
魚

尾　

大
黒
口　

版
心
「
毛
詩
一
（
～
二
十
）　

國
風
（
小
雅
、
大
雅
、
周
頌
、

魯
頌
、
商
頌
）　
（
丁
付
）」
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匡
郭
内
二
〇
・
三
×
一
六
・
一
糎
（
巻
一
、一
丁
表
）

　
『
春
秋
経
伝
集
解
』　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

　
　
　

三
〇
巻　

一
五
冊　

二
六
・
九
×
一
九
・
七
糎

　
　
　

無
刊
記

　
　
　

�

四
周
双
辺　

有
界　

毎
半
葉
八
行
毎
行
一
七
字　

注
小
字
双
行　

上
下
花
魚

尾　

大
黒
口　

版
心
「
左
氏
序
（
一
～
三
十
）　
（
丁
付
）」

　
　
　

匡
郭
内
二
〇
・
三
×
一
六
・
一
糎
（
巻
一
、一
丁
表
）

　
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本

　
　
　

八
巻　

一
〇
冊　

二
九
・
五
×
二
〇
・
二
糎

　
　
　

�

刊
記
「
于
時
慶
長
十
六
年
十
月
日 

於
延
曆
寺
東
塔
東
谷
月
藏
房
摺
刋
之
畢
」

（
巻
八
巻
末
）

　
　
　

�

四
周
双
辺　

有
界　

毎
半
葉
八
行
毎
行
一
七
字　

注
小
字
双
行　

上
下
花
魚

尾　

大
黒
口　

版
心
「
妙
科
一
之
上
（
一
之
下
、二
之
上
、二
之
下
、三
～
八
）　

（
丁
付
）」　

上
欄
天
部
単
辺
、
科
文

　
　
　

匡
郭
内
二
〇
・
二
×
一
六
・
一
糎
（
巻
一
之
上
、
一
丁
表
）

　
『
止
観
義
例
随
釈
』　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

　
　
　

六
巻　

三
冊　

二
八
・
三
×
一
九
・
五
糎

　
　
　

�

刊
記
「
于
時
元
和
二
［
丙
／
辰
］
曆
仲
秋
上
句
（
マ
マ
）／
於
山
門
西
塔
南
谷
摺
刋
之
」

（
巻
一
巻
末
）「
于
時
元
和
二
［
丙
／
辰
］
曆
孟
冬
下
旬
／
於
山
門
西
塔
南
谷

摺
之
」（
巻
六
巻
末
）

　
　
　

�

四
周
双
辺　

有
界　

毎
半
葉
八
行
毎
行
二
〇
字　

注
小
字
双
行　

上
下
花
魚

尾　

大
黒
口　

版
心
「
隨
釋
一
（
～
六
）　
（
丁
付
）」

　
　
　

匡
郭
内
二
三
・
六
×
一
五
・
七
糎
（
序
表
）

　
『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
版
式
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』

は
上
欄
に
科
文
が
あ
り
、『
止
観
義
例
随
釈
』
は
一
行
字
数
が
多
く
匡
郭
の
高
さ
も

高
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
四
周
双
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
、
上
下
花
魚
尾
、
大

黒
口
の
版
式
は
共
通
し
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
は

無
刊
記
だ
が
、『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
に
は
慶
長
一
六
年
一
〇
月
延
暦
寺
東
塔
東
谷

月
蔵
房
、『
止
観
義
例
随
釈
』
に
は
元
和
二
年
比
叡
山
西
塔
南
谷
の
刊
記
が
あ
る
。

　
　
　
二
　
欠
損
活
字
に
つ
い
て

　

こ
の
四
種
の
う
ち
最
も
活
字
の
欠
損
が
少
な
く
版
面
が
整
っ
て
い
る
の
は
『
毛
詩
』

で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
『
止
観
義
例
随
釈
』
に
は
磨
滅
や
欠
損
が
あ
る
活
字
が

多
く
、
版
面
か
ら
受
け
る
印
象
は
か
な
り
異
な
る
。
し
か
し
詳
し
く
個
々
の
活
字
を

見
比
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
欠
損
活
字
が
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る（
５
）。

　

表
１
に
挙
げ
た
の
は
一
例
で
あ
る
が
、「
發
」
は
第
八
画
の
途
中
が
欠
け
、
最
終

画
の
払
い
に
も
凹
み
が
あ
る
。「
則
」
は
最
終
画
の
中
央
や
や
上
部
に
欠
損
が
あ
り
、

「
立
」
は
第
四
画
の
屈
折
部
に
小
さ
な
切
れ
目
が
あ
る
と
と
も
に
最
終
画
の
中
央
に
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欠
け
が
あ
る
。「
顯
」
は
第
一
七
画
の
途
中
に
小
さ
な
凹
み
が
あ
り
、「
竟
」
は
第
六

画
の
下
部
が
欠
け
て
い
る
。

　

活
字
に
は
相
似
し
た
字
形
の
も
の
が
あ
り
、
同
一
活
字
の
認
定
は
難
し
い
面
が
あ

る
。
し
か
し
別
の
活
字
が
字
形
の
み
な
ら
ず
欠
損
箇
所
ま
で
一
致
す
る
可
能
性
は
低

く
、
特
に
「
發
」
の
よ
う
に
特
徴
あ
る
欠
損
が
二
箇
所
と
も
一
致
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ

あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
表
の
よ
う
な
欠
損
活
字
が
一
つ
の
み
な
ら
ず
複
数
共
通

す
る
こ
と
は
、
こ
の
四
種
の
活
字
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
（
同
じ
活
字
を
含
む
活
字

セ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と（

６
））
を
意
味
す
る
。
川
瀬
氏
の
「
同
種
活
字
」
と
い
う

判
断
を
裏
付
け
、『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
叡
山
刊
行
と
す
る
根
拠
と
で
き
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
活
字
に
よ
っ
て
は
欠
損
が
進
行
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

四
種
を
通
じ
て
そ
れ
が
わ
か
る
例
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
の
だ
が
、
例
え
ば
、
表

２
の
「
毒
」
字
を
同
一
活
字
と
認
定
し
て
よ
け
れ
ば
、『
毛
詩
』
で
は
最
終
画
横
棒

の
第
六
画
と
の
交
差
部
右
に
切
れ
目
が
あ
る
の
み
だ
が
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
で
は

第
一
画
の
左
部
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』『
止
観
義
例
随
釈
』
で

は
第
五
画
の
屈
折
部
、
最
終
画
左
部
・
中
央
部
と
欠
損
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
う
し
た
欠
損
の
進
行
状
況
は
版
面
全
体
の
印
象
と
も
対
応
し
て
お
り
、『
毛

詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』（
慶
長
一
六
年
）
よ
り
も
早
く
刊

行
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
を
『
慶
長
日
件
録
』
所
載
の
も
の
と
同
定
し

て
「
慶
長
十
年
前
後
」
の
刊
行
と
す
る
推
定
と
年
代
の
面
に
お
い
て
も
矛
盾
せ
ず
、

川
瀬
氏
説
の
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
川
瀬
氏
が
同
種
活
字
と
指
摘
さ
れ
た
『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』『
科
註

【
表
１
】
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妙
法
蓮
華
経
』
は
い
ず
れ
も
東
塔
東
谷
の
月
蔵
坊
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
活

字
が
西
塔
南
谷
刊
行
の
『
止
観
義
例
随
釈
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る（

７
）こ
と
に
も
注
意
さ

れ
る
。
元
和
二
年
の
『
止
観
義
例
随
釈
』
は
西
塔
の
有
刊
記
本
と
し
て
は
最
初
期
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
出
版
に
東
塔
と
の
繋
が
り
が
窺
え
る（

８
）こ

と
は
興
味
深
い
と
言
え

る
。

　
　
　
三
　
組
版
の
特
徴
に
つ
い
て

　

前
述
の
よ
う
に
こ
の
四
種
は
版
式
が
相
似
し
て
い
る
が
、
外
見
上
、
似
通
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
組
版
の
手
法
に
お
い
て
も
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
。
以
下
、
版

面
に
み
え
る
イ
ン
テ
ル
の
痕
に
注
目
し
て
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。

　

図
１
（『
毛
詩
』
巻
１
・
16
丁
裏
）「
蔽
芾
」
の
右
、
図
２
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
12
・
11
丁
裏
）

「
八
月
」
で
始
ま
る
行
の
行
頭
か
ら
行
末
ま
で
右
側
断
続
的
に
、
図
３
（『
科
註
妙
法
蓮
華

経
』
巻
１
上
・
23
丁
表
）「
或
見
菩
薩
」
の
右
、
図
４
（『
止
観
義
例
随
釈
』
巻
１
・
33
丁
表
）
刊
記

【
表
２
】

【
図
１
】

【
図
３
】

【
図
２
】
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の
行
頭
の
空
格
と
１
字
目
「
于
」
の
左
に
は
、
文
字
と
界
線
の
間
に
イ
ン
テ
ル
の
痕

が
黒
く
刷
り
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
四
種
に
は
界
線
と
イ
ン
テ
ル
が
併
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
界
線
と
イ
ン
テ
ル
の
併
用
に
つ
い
て
は
従
来
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な

か
っ
た
が
、
森
上
修
氏
は
角
倉
素
庵
刊
『
史
記
』
に
イ
ン
テ
ル
痕
を
見
出
し
、「
各

丁
の
界
線
間
に
木
活
字
駒
を
挟
ん
で
両
側
に
一
本
ず
つ
の
細
い
イ
ン
テ
ル
（
半
丁
八

行
、一
六
本
）を
挿
入
し
て
い
る（

９
）」
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
慶
長
勅
版『
錦
繍
段
』

『
長
恨
歌
琵
琶
行
』、『
説
文
解
字
篆
印
譜
』、伏
見
版
『
孔
子
家
語
』
に
も
こ
う
し
た
「
界

内
イ
ン
テ
ル
」
の
痕
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
四
種
も
そ
う
し
た「
界
内
イ
ン
テ
ル
」の
例
で
あ
る
の
だ
が
、興
味
深
い
の
は
、

一
行
単
位
で
イ
ン
テ
ル
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
大
字
と
小
字
の
箇
所
で
イ
ン
テ
ル
を

入
れ
分
け
て
い
る
――

大
字
箇
所
の
み
に
イ
ン
テ
ル
を
入
れ
て
い
る
――

よ
う
に
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

図
５
（『
止
観
義
例
随
釈
』
巻
６
・
22
丁
裏
）
大
字
「
漸
」「
頓
」
と
左
側
の
界
線
の
間
に

は
イ
ン
テ
ル
痕
が
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
下
の
双
行
の
小
字
「
簡
」
の
左
に
は
上

と
同
じ
イ
ン
テ
ル
が
入
る
余
地
が
な
い
。
こ
の
小
字
箇
所
に
は
イ
ン
テ
ル
が
刷
り
出

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

小
字
の
横
に
イ
ン
テ
ル
を
入
れ
る
余
地
が
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
言
い
直
せ
ば
小
字

二
字
を
合
わ
せ
た
幅
が
大
字
一
字
分
よ
り
も
広
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
確
か
に
、

こ
の
箇
所
に
限
ら
ず
、
こ
の
四
種
に
お
い
て
は
小
字
の
ほ
う
が
界
線
の
際
ま
で
広

が
っ
て
お
り
、
他
方
、
大
字
は
左
右
に
余
白
が
あ
る
。
図
６
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
18
・

19
丁
裏
）
に
お
い
て
大
字
活
字
の
幅
は
、「
令
尹
子
」
の
左
右
の
イ
ン
テ
ル
痕
に
挟
ま

れ
た
約
一
五
粍
と
推
定
で
き
る（

（1
（

。
そ
れ
に
対
し
て
小
字
二
字
分
の
幅
は
、
同
行
の
行

【
図
４
】

【
図
５
】
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頭
の
小
字
「
文
」「
叔
」
の
印
字
面
の
左
端
か
ら
右
端
ま
で
を
計
測
し
て
も
約
一
八

粍
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
界
幅
約
二
一
粍
）。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
四
種
に
お
い
て
は
、
小
字
二
字
を
合
わ
せ
た
幅
は
大
字
一
字
分

よ
り
も
広
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
、
大
字
の
左
右
に
イ
ン
テ
ル

を
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
相
当
に
煩
雑
な
作
業
だ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
大
字
の
み
の
行
は
一
行
分
の
長
さ
の
イ
ン
テ
ル
で
良
い
と
し

て
も
、
小
字
の
あ
る
行
で
は
小
字
の
箇
所
や
文
字
数
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
さ

の
イ
ン
テ
ル
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
７
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
13
・
38
丁
裏
）
四

行
目
の
「
矯
」
の
よ
う
に
、
行
の
途
中
の
大
字
が
偏
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
箇
所
に

イ
ン
テ
ル
を
入
れ
損
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
図
８
（『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
23
・

15
丁
表
）
一
行
目
の
よ
う
に
、
行
全
体
が
偏
っ
て
い
る
の
は
、
大
字
だ
け
の
行
で
、
小

字
と
の
差
を
埋
め
る
必
要
が
な
く
、
片
側
の
イ
ン
テ
ル
を
省
略
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

　

で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
組
版
を
敢
え
て
行
っ
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。（
別
々
の
用
途
に
作
ら
れ
た
大
字
・
小
字
が
取
り
合
わ

【
図
６
】

【
図
７
】

「
矯
」
が
左
に
寄
り
、
界
線
と
の
余
白
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。

そ
の
二
字
下
の
「
戈
」
も
左
に
偏
る
。

行
全
体
が
右
側
に
偏
る
の
は
、
右
側
の
イ
ン
テ
ル
を
省
略
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

【
図
８
】
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さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
た
が
、
そ
れ
に
し
て
は
両
者
の
縦
の
寸
法
が
揃
い
、
磨
滅
の
度
合
い
に
も
大
き
な
違
い

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）
ま
た
、
こ
う
し
た
組
版
が
他
の
叡
山
版
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
い
た
の
か
、
叡
山
版
以
外
の
古
活
字
版
に
お
い
て
は
ど
う
な
の
か
、
古
活
字
版
の

組
版
技
術
史
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
も
生
じ

て
く
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
ず
る
だ
け
の
準
備
が
な
い
。
不

十
分
な
考
察
を
恥
ず
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
識
者
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
四
種
の
特
徴
と
し
て
は
、
版
心
の
魚
尾
と
界
線
の
間
に
隙
間
が

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
の
こ
と
は
版
心
の
黒
口
・
魚
尾
と
界
線
が
別
部
材
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
が
、『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』『
止

観
義
例
随
釈
』
に
つ
い
て
は
、
図
９
、
10
の
よ
う
に
同
一
の
黒
口
・
魚
尾
で
あ
っ
て

も
、
界
線
と
の
隙
間
が
広
く
な
っ
た
り
狭
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
同
一

の
界
線
が
異
な
る
黒
口
・
魚
尾
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
り
、
版
心
で
は
な
い
行
間
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（1
（

か
ら
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
『
科
註
妙
法

蓮
華
経
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
黒
口
・
魚
尾
と
界
線
を
別
部
材
で
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
組
版
手
法
が
四
種
に

共
通
し
て
い
た
か
は
保
留
と
し
た
い
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
魚
尾
と
界
線
の
間
の
隙

間
は
叡
山
版
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
版
面
上
の
特

徴
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
『
毛
詩
』『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
版
種
を
考
え
る
上
で

押
さ
え
て
お
い
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
川
瀬
一
馬
氏
の
説
に
基
づ
き
、『
毛
詩
』
第
二
種
（
ロ
）、『
春
秋
経
伝
集
解
』

第
二
種
（
ハ
）
が
叡
山
版
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
刊
記
か
ら
叡
山
版
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
慶
長
一
六
年
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』（
延
暦
寺
東
塔
東
谷
月
蔵
房
刊
）、

【
図
９
】

【
図
10
】

左
右
両
図
の
魚
尾
は
、
花
弁
の
形
状
が

相
似
し
左
辺
の
凹
み
や
下
線
の
欠
損
も

一
致
す
る
た
め
、
同
一
と
認
め
ら
れ
る

が
、
右
図
の
ほ
う
が
界
線
と
の
隙
間
が

広
く
、
左
図
は
狭
い
。

左
右
両
図
の
魚
尾
の
花
弁
の
形
状
や
黒
口

内
の
白
い
模
様
状
の
傷
が
一
致
す
る
た

め
、
両
者
の
魚
尾
・
黒
口
は
同
一
と
認
め

ら
れ
る
が
、
右
図
の
ほ
う
が
界
線
と
の
隙

間
が
狭
く
、
左
図
は
広
い
。

毛詩　巻 16　15 丁裏

　　止観義例随釈
　　　巻 6　25 丁裏

毛詩　巻 11　12 丁裏

　止観義例随釈
　　巻 2　28 丁裏
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元
和
二
年
『
止
観
義
例
随
釈
』（
比
叡
山
西
塔
南
谷
刊
）
と
同
じ
欠
損
活
字
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
共
通
し
た
組
版
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
刊
記

の
無
い
こ
れ
ら
も
ま
た
叡
山
版
で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
示
す
根
拠
と
で
き
る
と
考

え
る（

（1
（

。

　

な
お
、
川
瀬
氏
が
叡
山
版
と
推
定
さ
れ
た
う
ち
『
毛
詩
』
第
二
種
（
イ
）
に
は
、

こ
れ
ら
と
同
じ
欠
損
活
字
や
組
版
の
手
法
は
認
め
ら
れ
な
い（

（1
（

。
叡
山
版
と
判
断
す
る

根
拠
は
な
く
別
種
と
考
え
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。『
春
秋
経
伝
集
解
』
第
二
種
（
イ
）

（
ロ
）
に
つ
い
て
は
未
調
査
だ
が
、
こ
れ
ら
と
同
じ
欠
損
活
字
や
組
版
の
手
法
が
認

め
ら
れ
る
か
が
叡
山
版
か
否
か
の
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
た
び
の
調
査
で
は
川
瀬
氏
説
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
慶
長
年
間
に
比
叡

山
東
塔
東
谷
月
蔵
坊
で
使
用
さ
れ
た
活
字
が
元
和
二
年
西
塔
南
谷
刊
行
の
『
止
観
義

例
随
釈
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
活
字
を
用
い
た
組
版
が
大
字

の
箇
所
の
み
に
イ
ン
テ
ル
を
入
れ
、
小
字
箇
所
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
手
法
で
あ
っ

た
こ
と
に
も
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
細
か
な
版
面
調
査
が
で
き
た
の

は
近
年
普
及
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
恩
恵
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
原
資
料
調
査

の
必
要
性
や
重
要
性
が
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
調
査
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
叡
山
版
数
点
に
つ
い

て
欠
損
活
字
や
組
版
の
特
徴
を
形
状
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
疎
漏
も
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
古
活
字
版
の
研
究
の
進
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）�『
史
料
纂
集
』［
第
一
九
］第
一
、二　

続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
八
一
年
一
月
、

一
九
九
六
年
六
月

（
２
）�

川
瀬
一
馬
『
古
活
字
版
之
研
究
』
安
田
文
庫
、
一
九
三
七
年
。
増
補
版
は
日

本
古
書
籍
商
協
会
、
一
九
六
七
年
。

（
３
）
注
２　

三
〇
九
頁

（
４
）
注
２　

三
七
四
～
三
七
六
頁

（
５
）�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
毛
詩
』
と
『
止
観
義
例
随
釈
』
に
共
通
す
る
欠
損

活
字
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、「
国
立
国
会
図
書
館
月
報
」
六
八
七
／
六
八
八

号
（
二
〇
一
八
年
七
／
八
月
）
に
お
い
て
報
告
し
た
。

（
６
）
活
字
の
差
し
替
え
や
増
補
等
は
当
然
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）�『
止
観
義
例
随
釈
』
に
は
元
和
二
年
版
と
同
じ
西
塔
南
谷
の
刊
記
を
持
ち
、
版

式
も
一
致
す
る
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
古
活
字
版
が
あ
る
（
身
延
山
大

学
所
蔵
）
が
、
こ
れ
は
活
字
が
異
な
り
、
後
述
の
よ
う
な
イ
ン
テ
ル
痕
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
版
心
の
魚
尾
と
界
線
も
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
８
）�

長
澤
規
矩
也
「「
叡
山
活
字
板
」
に
つ
い
て
」（『
書
誌
学
』
復
刊
六
号　

一
九
六
六
年
一
二
月
）は
元
和
三
年『
涅
槃
経
疏
』（
東
塔
）、『
守
護
国
界
章
』（
西

塔
北
谷
正
観
院
）、
同
四
年
『
心
地
教
行
決
疑
』（
西
塔
南
尾
）
の
三
書
を
第

一
種
Ｃ
活
字
に
、
元
和
四
年
『
真
言
宗
教
時
問
答
』（
東
塔
無
動
寺
）、
寛
永

三
年
『
天
台
法
華
宗
学
生
式
問
答
』（
西
塔
宝
幢
院
）
の
二
書
を
第
一
種
Ｄ
活

字
に
分
類
し
て
お
り
、
東
塔
、
西
塔
で
同
種
の
活
字
を
使
用
し
た
例
が
他
に

も
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
長
澤
氏
は
元
和
二
年
『
止
觀
義
例
随
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釈
』
を
「
第
六
種
活
字
」
に
分
類
し
「
こ
の
活
字
使
用
の
経
書
の
古
活
字
印
本
、

例
へ
ば
孟
子
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
該
当
す
る
『
孟
子
』
の
所
在
は
未
確

認
で
あ
る
。

（
９
）�

森
上
修
「〈
嵯
峨
本
〉
以
前
の
古
活
字
版
に
つ
い
て
」（
森
洋
久
編
『
角
倉
一

族
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
七
月
）

（
10
）�

注
９
お
よ
び
森
上
修
「
古
活
字
版
印
刷
と
木
活
字
駒
の
彫
出
技
法
」（
藤
本
幸

夫
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
屋
―
日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
一
年
六
月
）

（
11
）�

大
字
活
字
の
大
き
さ
を
知
る
上
で
は
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
二
の
一
丁
表
二

行
目
下
部
の
込
め
物
の
痕
や
、
卦
を
表
す
活
字
（
巻
26
の
17
丁
裏
な
ど
）
も

参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）�『
毛
詩
』
と
『
春
秋
経
伝
集
解
』
の
黒
口
・
魚
尾
は
形
や
大
き
さ
が
同
様
で
襲

用
も
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
と
『
止
観
義
例
随
釈
』
は

そ
れ
ぞ
れ
魚
尾
・
黒
口
の
大
き
さ
や
形
状
が
異
な
り
、
同
じ
も
の
が
使
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
も
版
心
の
黒
口
・
魚
尾
と
界
線
の

間
に
隙
間
が
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
な
お
『
止
観
義
例
随
釈
』
以
外

の
三
種
は
黒
口
と
魚
尾
が
印
面
上
で
分
離
し
て
い
る
が
、
常
に
同
じ
組
み
合

わ
せ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黒
口
と
魚
尾
は
同
一
の
部
材
に
彫
り

込
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

（
13
）�

例
え
ば
、『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
二
〇
の
七
丁
表
と
同
二
四
丁
表
の
版
心
の
界

線
は
上
か
ら
五
～
六
字
目
に
当
た
る
箇
所
に
同
じ
形
状
の
欠
損
が
あ
り
同
一

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
魚
尾
は
形
状
や
欠
損
箇

所
が
異
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
界
線
は
同
巻
二
一
の
四
丁
裏
四
～
五
行

目
の
間
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
版
心
だ
け
で
は
な
く
行
間
に
も
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
14
）�『
毛
詩
』第
二
種（
ロ
）が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
中
に
含
ま
れ
る（
請

求
記
号
１-

６
３
／
モ
／
５
貴
）
こ
と
も
『
慶
長
日
件
録
』
と
の
関
連
を
考
え

る
上
で
示
唆
深
く
思
わ
れ
る
。

（
15
）�

わ
か
り
や
す
い
版
面
上
の
相
違
点
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
四
種
は
版
心
の
界
線

と
魚
尾
の
間
に
隙
間
が
あ
る
の
に
対
し
て
、『
毛
詩
』
第
二
種
（
イ
）
で
は
版

心
の
界
線
と
魚
尾
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
図
版
〕
掲
載
図
版
は
以
下
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
を
使
用
し
た
。

『
毛
詩
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

請
求
記
号
Ｗ
Ａ
７-

２
５
４
）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）

　
　

Ｄ
Ｏ
Ｉ　

巻
一　

10.11501/2569977　

巻
一
〇　

10.11501/2569981

　
　
　

巻
一
一　

10.11501/2569982　

巻
一
三　

10.11501/2569983

　
　
　

巻
一
六　

10.11501/2569984　

巻
一
九
・
二
〇　

10.11501/2569986

『
春
秋
経
伝
集
解
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

請
求
記
号
Ｗ
Ａ
７-

４
９
）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）

　
　

Ｄ
Ｏ
Ｉ　

序　

10.11501/2543903　

巻
五　

10.11501/2543905
　
　
　

巻
一
二　

10.11501/2543908　

巻
一
三　

10.11501/2543909

　
　
　

巻
一
八　

10.11501/2543911　

巻
二
三　

10.11501/2543914

　
　
　

巻
二
六　

10.11501/2543915
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『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　

谷
村
文
庫

�

請
求
記
号
１-

２
３
／
カ
／
１
貴
）

　
　

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

�

（https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/

）

『
止
観
義
例
随
釈
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵　

請
求
記
号
Ｗ
Ａ
７-

２
９
０
）

　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）

　
　

Ｄ
Ｏ
Ｉ　

巻
一
・
二　

10.11501/11446356　

巻
三　

10.11501/11446357

　
　
　

巻
五
・
六　

10.11501/11446358

〔
附
記
〕
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
高
木
浩
明
氏
、
大
沼
宜
規
氏
よ
り
ご
助
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
高
木
氏
を
通
じ
て
森
上
修
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




